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暗黒エネルギー脈動原理が導いた量子重力方程式や宇宙モデル、万物の幾

何学等々、数々の理論物理学への革新的な提案を本書に記す。 

 

    量子重力方程式               現代の定番宇宙モデルを改革する。 

        

 

                                        アインシュタインが探した 4次元空間を発見。 

 

         暗黒エネルギー、 暗黒物質を発見。       YOUTUBE への投稿記事。21万アクセス。 

 

   量子力学の原点、二重スリット実験の謎を解明。       初めて核力・重力・電磁気力を統一。 

                                          核力  重力  電磁気力 



  

                                           

「暗黒エネルギー脈動原理」 総集編 

 
はじめに 

 1998年、宇宙の加速膨張の発見によって暗黒エネルギーの存在が検証され

た。暗黒エネルギーは宇宙物理学をはじめ、理論物理学のあらゆる分野にわた

る最大の謎とされ、各国に巨大な研究施設が建設されて、その謎の解決は主

要な研究課題となっている。   

それは、宇宙の真空空間を満し、互いに反発力を作用させている希薄なエネル

ギーであると推測されているが、その正体はまったく不明である。宇宙空間は暗

黒エネルギー(73%)、暗黒物質(23%)、物質(4%)で構成されていると観測され

ている。候補とされた種々の素粒子は全て否定され、最先端の超弦理論も含

めて、既存の物理理論では解明への見通しすら得られていない。 

筆者は 1980年に、暗黒エネルギー(エネルギー大気)の存在を予言し、素粒

子脈動原理の仮説と命名して、暗黒エネルギーの物理によって理論物理学に

おける数々の謎に挑戦してきた。その結果は驚くべきものであり、万物の幾何学



と言えるほど深淵で計り知れない可能性を秘めた仮説として、枚挙にいとまがな

いほどの数々の謎を解明している。本書の主題である万物の幾何学、万物の方

程式への挑戦においても、発想を先導し、示唆を与え、画期的な仮説に導い

た。  

 

 

第 1章 理論物理学の現状と課題 

[1] 現代物理学における大きな課題  

1998年、銀河の観測から宇宙の加速膨張が発見され、暗黒エネルギーの存在が確実

視されることになった。21世紀宇宙物理学最大の謎、暗黒エネルギーの探査が世界中の

巨大な観測施設や観測衛星を駆使して日夜続けられている。暗黒エネルギーは 1998年

に宇宙の加速膨張の観測によりその存在が確認されたが、その正体が 2015年現在もなを

全く不明であり、謎の正体が探し続けられている。長年の宇宙観測や最新技術によりダーク

マター、ダークエネルギーの存在は疑うことの出来ない事実となっている。しかし、その正体

はいまだ不明である。 過去に候補となった暗黒の星や暗黒のガス、地球をも通過する素

粒子等は、総量の不足から皆否定されている。 

暗黒エネルギー発見の18年前、筆者は暗黒エネルギーの言葉もない1980年に、福島大

学で開催された物理学会年会において、素粒子脈動原理の仮説を発表した。仮説のなか

で、エネルギー大気と命名した宇宙空間を満たす、互いに反発しあっている希薄なエネル

ギーの概念は、後に命名された暗黒エネルギーと等価である。 

暗黒エネルギー脈動原理が、宇宙物理学最大の謎、暗黒物質・暗黒エネルギーの解明

に挑戦し、その有力候補を示唆する。 



 

[2] 素粒子脈動原理と暗黒エネルギー脈動原理 

 素粒子脈動原理の仮説は、宇宙の真空空間全域に、真空そのものとして分布し、互いに反

発している希薄なエネルギーの存在を仮定し、その希薄なエネルギーの物理を展開し

て現代の物理学における数々の謎に挑戦している。 

筆者が「エネルギー大気」と命名した、その真空空間の希薄なエネルギーが「暗黒エ

ネルギー」であれば、素粒子脈動原理は暗黒エネルギーの存在を基盤とした、暗黒エ

ネルギーの物理であると言える。 出典 3、出典 13 

 

[3] アインシュタインが探し続けた 4次元空間 
 

２０代に一般相対性理論（重力理論）を生んだアインシュタインは、その後の生涯を自然

界の全ての作用力を統一する統一理論の研究にささげたが未完成のまま生涯を終えた。

常にその研究のカギとなったテーマは、我々が認識できず、あらゆる実験にも現れない４次

元空間の存在を見つけ出すことであった。数学者カルツァーとクラインとが数式で示した４

次元空間を理論に組み込めば重力と電磁気力を一つにした統一場理論が実現することが

判っていたが、我々が認識している３次元空間（縦・横・高さの立体空間）の中に深さとでも

言える認識できない空間があることを見つけ出すことが出来なかった。 

 

アインシュタイン、統一場理論への道 

出典) アインシュタイン生涯の夢  雑誌ニュートン 風間洋一著 (東京大学大学院 教授) 

 

 自然界に存在する四つの力--「重力」「電磁気力」「弱い力」「強い力」を、ただ一つの理論

で説明する「統一理論」。それは、アインシュタインが半生をかけて追い求めながら、ついに果

たし得なかった夢であり、現代物理学の最大のテーマでもある。 

このテーマは、アインシュタインが文字どおりその後半生をついやして執拗に取り組んだライフワ

ークであり、その夢はいぜんとして現代の理論物理学者達の最大の夢として生き続けている最

も深遠なテーマなのである。 

アインシュタインが統一的に理解しようと心をくだいたのは、我々にとって最もなじみの深い「重

力」と「電磁気力」でした。 

「カルッアー・クライン」理論。 



1921年、カルッアーにより提唱され、1926年クラインによって完全な形にされた理論。 

この理論はアインシュタインの理論を広げる試みのひとつ。 

アインシュタインの理論を五次元の時空で考えようと言うものです。 

五次元では 15個の計量があらわれてきます。このうち 10個は、我々の住む四次元の世界の

長さや角度のはかり方を決めるものと解釈されます。 

残りの五個のうちの一つは第五次元の長さを決めるものですが、実際にそんな次元は観測され

ないことから、この五番目の次元は観測にかからないほど小さく円状に丸まっていると解釈しまし

た。 4個の量が残ることになります。これらの四つの量が、マクスウエルの電磁気理論の方程

式をみごとに満たすことを示した。時空の五次元化による統一は晩年の 30年間を費やしたア

インシュタインのライフワークになった。しかし、統一場理論の論文は 5年ごとに、時空の五次元

化のアイデアにたちもどったが、最後まで 4次元空間を発見することが出来なかった。アインシ

ュタインの重力理論が、非常に本質的なところで 20世紀のもう一つの偉大な成果、量子力学

とうまく相いれない性質をもっているためです。彼が統一場理論から量子力学をみちびくという

かくれた夢をもっていたからなのです。 

この問題の深淵さは、量子力学によればミクロな世界にはどうやっても取り除けない本質的な

「ゆらぎ」「不確定さ」が存在するということを、重力理論にあてはめれば、ミクロな世界において、

長さを測るものさしの目盛が、時をきざむ時計の目盛がぐらぐらと揺らいでしまったら、時間や空

間の概念そのものが意味を失ってしまう。この混沌の世界の法則をさがしあて、それを我々のわ

かる言葉で解釈すること、それがアインシュタインの我々に残していった真の統一の課題なので

す。アインシュタインの統一場理論は失敗しました。しかし彼の構築した重力理論、彼のめざし

た統一の構想がいかに透徹した深いビジョンであったかに、我々はますます強く印象づけられて

いるのです。 

 

素粒子脈動原理(暗黒エネルギー脈動原理)がその４次元空間を発見した。 

 

[4] 万物の幾何学 

暗黒エネルギー脈動原理が万物の幾何学を導く。 

1)宇宙規模の力学である一般相対性理論と、素粒子規模の力学である量子力学は水と

油のごとくなじまない。 暗黒エネルギー脈動原理が両者を融合する。 

2)無限に広がる宇宙空間は、希薄な暗黒エネルギーのさざ波(光)に満ちている。 

3)宇宙空間を満たす光(光子群)は超高速(プランク時間)で脈動し、粒子・波・負粒子に

変換している。宇宙空間全体も光子群と同期して超高速で脈動している。  

4)重力は負粒子行程にて光子が形成する空乏空間を暗黒エネルギーが圧縮する作用力

である。 核力も重力と同様に負粒子行程のみにて作用する。  



6)電磁気力は波行程にて、光子の全質量がエネルギーに変換して水平線(膜宇宙)に光

として作用する作用力である。 

7)重力と電磁気力は超高速で交互に作用しているので両者はなじまない。 

8)暗黒エネルギー脈動原理は万物の幾何学として、素粒子と宇宙とを記述する。 

9)空間の歪みとして重力を現す相対論と、膜宇宙のエネルギー作用として電磁気力を現

す量子力学を脈動原理が融合する。 

10)アインシュタインの一般相対性理論、重力方程式にエネルギー総和ゼロの二つの項、

宇宙定数Λがゼロの項と量子力学の波動関数とを追加することで、重力方程式と量子力

学とを融合した量子重力方程式を実現する。 

11)波行程(水平線)で電磁気力として作用する光子は、質量ゼロで光速で伝播し、宇宙

空間を満たして宇宙空間を 4次元空間として構成している。 

12)難攻不落な量子力学と相対論の融合は、4次元空間に潜む暗黒エネルギーのさざ波

(光)の物理によって実現する。 

暗黒エネルギーの物理は、4次元空間や暗黒エネルギー、暗黒物質を発見し、自然界の

4力を統一し、宇宙モデルを修正する。 

ミクロ空間の構造と極大空間の構造を、脈動する暗黒エネルギーの物理によって、統一し

た幾何学として記述する。 

二重スリット実験の謎を解き、量子力学の確率解釈を修正し、素粒子に大きさを与え、超

弦理論の３次革命を示唆する。 

宇宙ビッグバン特異点の謎や銀河分布の謎、点宇宙の指数関数的膨張、無からの時間・

空間の始まりの謎に解答を示唆する。 



 

[5] 万物の方程式・量子重力理論 

 

暗黒エネルギー脈動原理によって得られた万物の幾何学を表わす万物の方程式に挑戦

している。一般相対性理論の厳密解の一つであるフリードマン方程式において、正・負エネ

ルギーの存在を認めて、エネルギー密度とエネルギー圧力の和がゼロであると設定すると、

重力方程式は宇宙規模の空間が膨張・収縮(脈動)する方程式になると説明されている。

さらに、重力方程式の宇宙定数をゼロと仮定すると、宇宙項のない重力方程式となる。さ

らに、量子力学の波動方程式のエネルギー総和がゼロと仮定すると、組み込んだ波動方

程式の影響しない重力方程式が実現する。ここに示した万物の方程式の候補は、フリード

マン方程式の部分によって宇宙規模の脈動を表し、波動方程式の部分によって量子力学

を表している。 

・シュレーディンガー方程式は、多くの物理学、原理的には全ての科学における 20世紀最

大の到達点のひとつだ。これは、原子の中のエネルギー状態の問題を、フーリエ解析を用

い、その振動系自然な倍音を見つける問題に置き換えた。ただ、シュレーディンガー自身が

考えた波動関数ѱの概念は正しくなかった。  

・波動関数ѱを粒子が存在する確率波と解釈した量子力学の確率解釈は、その後の量子力

学の応用が、現代科学全体の発展の基礎となったにもかかわらず、物理学の解釈としては未

だに決着していない。 

アインシュタインをはじめ、シュレーディンガー自身も、終生量子力学の確率解釈を受け入れる

ことはなかった。未知の隠れた変数が存在し、それが導入されれば再び実在の物理学になると

信じていた。 

一般相対性理論の重力方程式を素粒子レベルへ拡張し、量子力学との融合を計る。重

力方程式の宇宙定数は真空のエネルギーであるとされているが、量子力学的試算による

値と観測値との差が 120桁もの莫大な誤差となってしまう。宇宙定数をゼロにする何らかの



エネルギーの相殺が期待されている。ゼロにした後に、素粒子レベルのエネルギー変動が

重力方程式に追加されることが期待されている。暗黒エネルギー脈動原理が上記の補正

を行える可能性があると考えている。 

 
 


